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っ
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
1
日
目
は
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」（
73
･
7
％
）「
外

国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」（
59
･
2

％
）「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」（
47
･
4
％
）、

2
日
目
は
「
観
光
地
の
動
向
」（
69
･
8
％
）

「
観
光
政
策
の
動
向
」（
60
･
5
％
）
の
順
に

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
10
月
29
日（
月
）、
30
日（
火
）

に
第
28
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
1
日
目
「
旅
行
市
場
編
」
と
2
日

目
「
観
光
地
・
観
光
政
策
編
」
に
わ
け
、
最

新
の
『
旅
行
年
報
2
0
1
8
』
や
当
財
団
の

独
自
調
査
結
果
を
元
に
、
最
新
の
観
光
動
向

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今

年
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
「
観
光
財
源
」

に
焦
点
を
当
て
、
特
に
先
進
的
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
京
都
市
、
別
府
市
、

倶
知
安
町
か
ら
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招

き
し
て
深
掘
り
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
5
7
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
業
種
は

旅
行
業
（
13
･
4
％
）、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
13

･
4
％
）、
行
政
（
11
･
5
％
）、
宿
泊
業

（
10
･
8
％
）、
報
道
・
出
版
（
9
･
6
％
）、

公
的
機
関
・
観
光
関
連
団
体
（
8
･
3
％
）、

金
融
・
保
険
（
8
･
3
％
）
の
順
で
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
し
て
は
、
特
に
「
観
光
の

全
体
動
向
の
把
握
」
や
「
先
進
事
例
に
関
す

る
情
報
」、「
今
後
の
戦
略
や
施
策
へ
の
ヒ
ン

ト
」
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
特
に
興
味
が
あ

め
て
」「
思
い
出
を
つ
く
る
た
め
」「
家
族
の

親
睦
の
た
め
」
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。「
仕
事
な
ど
で
休
暇

が
と
れ
な
い
」「
家
計
の
制
約
が
あ
る
」
と

い
っ
た
旅
行
の
阻
害
要
因
は
依
然
と
し
て
大

き
い
一
方
で
「
旅
行
に
関
心
が
な
い
」
と
い

う
回
答
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」
で
は
、

2
0
1
7
年
の
訪
日
市
場
、
訪
日
市
場
の
変

化
、
2
0
1
8
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
今
後
の

市
場
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
特
に

今
年
は
観
光
庁
の
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
訪
日
外
国
人

の
旅
行
形
態
や
消
費
動
向
を
よ
り
詳
細
に
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
市
場
動
向
を
読
み
解
く
上
で
は
訪
日
外
客

数
が
集
中
す
る
時
期
が
鈍
化
す
る
動
き
を
察

知
し
て
い
く
の
が
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

と
報
告
し
ま
し
た
。

「
2
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前

線 

①
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」

で
は
、（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行（
D
B
J
）

と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
D
B
J
・
J
T

B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
12
地
域
・
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」
を
元
に
、
ナ
イ
ト
ラ

イ
フ
で
は
「
繁
華
街
の
街
歩
き
」
や
「
日
本

の
伝
統
的
な
料
亭
で
の
飲
食
」
の
順
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
民
泊
に
つ
い
て
は
現

地
の
人
の
暮
ら
し
が
体
験
で
き
る
こ
と
を
魅

力
と
し
て
感
じ
て
い
る
一
方
で
、
言
葉
が
通

じ
る
か
ど
う
か
を
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、

伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て
興
味

は
分
散
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
漆
器
の
人
気

が
高
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
の
リ
ピ
ー
タ
ー
分
析
で
は
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
体
験
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
韓
国
・

台
湾
・
香
港
共
通
で
「
紅
葉
の
鑑
賞
」
が
、

タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
通
で
「
日
本
旅
館

で
の
宿
泊
」
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
②
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商

品
」
で
は
、「
J
T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調

査
」
の
結
果
を
中
心
に
各
国
・
地
域
の
旅
行

商
品
の
傾
向
を
報
告
し
ま
し
た
。
中
国
は
地

方
周
遊
型
の
商
品
も
少
し
ず
つ
登
場
し
て
お

り
、
日
本
の
大
学
見
学
や
日
本
の
職
人
を
テ

ー
マ
に
し
た
も
の
な
ど
特
徴
的
な
商
品
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
台
湾
で
は
野
球
観
戦
や
登

山
、
芸
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
S
I
T
が
、
香

港
で
は
桃
狩
り
や
超
高
額
ツ
ア
ー
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
現
地
調
査
の
結
果
か
ら
、
訪
日
旅
行

商
品
と
し
て
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

桜
・
紅
葉
、
富
士
山
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど

の
人
気
が
高
い
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市

場
へ
訴
求
す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
な
ど

も
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
に

お
い
て
先
進
的
な
政
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る

京
都
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
糟
谷
範
子
氏

（
京
都
市
観
光
政
策
監
）
か
ら
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
い
歴
史
を
持
つ
京
都
市
の

観
光
政
策
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
伝
統
産

業
か
ら
先
端
産
業
に
至
る
ま
で
発
展
し
て
い

る
「
も
の
づ
く
り
都
市
」
と
、
精
神
文
化
の

拠
点
と
し
て
の
「
も
の
が
た
り
づ
く
り
都

市
」
と
し
て
の
京
都
市
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
2
0
1
4
年
に
策
定
し
た
「
京

都
観
光
振
興
計
画
2
0
2
0
」
で
設
定
し
た

外
国
人
宿
泊
客
数
や
観
光
消
費
額
の
目
標
数

値
を
上
方
修
正
し
、
訪
日
観
光
客
の
増
加
な

ど
に
伴
っ
て
発
生
し
て
い
る
諸
課
題
や
環
境

変
化
へ
の
対
応
を
加
え
た
「
京
都
観
光
振
興

計
画
2
0
2
0
＋
1
」
を
元
に
、
観
光
客
の

マ
ナ
ー
問
題
や
混
雑
、
無
許
可
民
泊
施
設
の

増
加
、
観
光
業
の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

様
々
な
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
施
策

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
京
都
市
と

D
M
O
、
民
間
事
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
観
光
消
費
の
増
加
、
繁
閑
差
の
縮
小
、
長

期
滞
在
の
促
進
、
観
光
産
業
等
の
人
材
育
成
、

労
働
生
産
性
の
向
上
な
ど
に
向
け
て
「
持
続

可
能
で
満
足
度
の
高
い
国
際
文
化
観
光
都

市
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
お
話
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

活 動 報 告
28 回第

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
を

開
催

「
1
、
観
光
政
策
の
動
向
」
に
つ
い
て
は
、

国
の
観
光
政
策
の
概
観
、
都
道
府
県
・
市
町

村
の
観
光
政
策
の
動
向
、
観
光
政
策
の
成
果

と
手
段
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま

図 1 当シンポジウムに期待していたこと
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1日目

2日目

し
た
。
特
に
当
財
団
が
事
務
局
を
つ
と
め
る

観
光
政
策
検
討
有
識
者
会
議
で
実
施
し
た

「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
観
光
政
策
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
と
、
今
後

重
点
と
す
る
事
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
も
市
町
村
も
「
情
報
発
信
」「
旅
行
目

的
と
な
る
観
光
資
源
の
ソ
フ
ト
整
備
」
の
順

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
特
に
「
受
入
環
境

の
ハ
ー
ド
整
備
」
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
と

市
町
村
が
相
互
に
主
導
的
な
役
割
を
期
待
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
都
道
府
県
と
市
町

村
の
意
識
を
さ
ら
に
分
析
し
て
い
く
と
、
政

策
に
対
す
る
判
断
の
軸
が
複
数
あ
る
こ
と
、

観
光
政
策
の
目
的
（
成
果
）
と
手
段
及
び
そ

の
評
価
の
関
係
が
曖
昧
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。

「
2
、
観
光
地
の
動
向
」
で
は
、
特
に
目
立

っ
た
出
来
事
と
し
て
、
①
外
国
人
旅
行
者
へ

の
対
応
、
②
広
域
連
携
D
M
O
に
よ
る
取
組

み
、
③
観
光
財
源
の
確
保
、
④
サ
イ
ク
リ
ン

グ
観
光
の
展
開
、
⑤
自
然
災
害
の
多
発
を
挙

げ
て
解
説
し
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
主
な
ト

ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
ー
マ
別
観
光
地
の
動
き
（
自
然
、

歴
史
・
文
化
、
温
泉
）
で
は
、
国
立
公
園
等

の
利
用
者
数
が
増
加
し
て
い
る
様
子
や
、
環

境
省
に
よ
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
、
入
域
料
の
導
入
に
向
け
た
座
間
味

村
や
竹
富
町
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改
正
や
、

環
境
省
に
よ
る
「
新
・
湯
治
」
推
進
の
動
き

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
2
つ
目
と
な
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
観

光
財
源
の
確
保
と
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
山
田
雄
一
主
席
研
究
員
か
ら
、
観
光
財
源

の
考
え
方
と
位
置
づ
け
、
財
源
の
種
別
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
倶
知

安
町
総
合
政
策
課
長
の
柳
澤
利
宏
氏
か
ら
、

倶
知
安
町
が
世
界
有
数
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
観
光
振
興
施
策

を
実
施
す
る
た
め
、
2
0
1
5
年
に
「
新
し

い
財
源
確
保
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
立
ち
上
げ
て
新
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
き
た
様
子
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
日
目
（
旅
行
市
場
編
）

同
町
で
は
、
家
屋
敷
課
税
や
リ
フ
ト
税
の
導

入
、
入
湯
税
の
増
額
な
ど
を
含
め
て
検
討
し

た
結
果
、
国
内
で
は
初
め
て
と
な
る
2
％
の

定
率
制
で
の
宿
泊
税
導
入
に
向
け
て
調
整
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
別
府
市
総
務
部
参
事
兼
市
民
税
課
長
の
内

田
剛
氏
か
ら
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
を

推
進
す
る
た
め
、
新
税
導
入
を
含
め
た
新
た

な
財
源
確
保
の
検
討
を
2
0
1
5
年
か
ら
開

始
し
、
そ
の
後
、
入
湯
税
超
過
課
税
に
絞
り

検
討
を
お
こ
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
市
で
は
、
外
部
委
員

も
含
む
「
別
府
の
み
ら
い
検
討
会
議
」
を
開

催
し
、
常
に
副
市
長
が
出
席
。
会
議
の
様
子

や
配
布
資
料
を
市
民
や
マ
ス
コ
ミ
に
も
公
開

し
て
い
た
こ
と
で
、
市
と
し
て
の
自
主
財
源

確
保
へ
の
意
気
込
み
や
、
最
重
要
課
題
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
外
部
へ
表
明
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
い
ま
す
。
同
会
議
か
ら
は
、
①

入
湯
税
超
過
課
税
の
導
入
に
つ
い
て
、
②
超

過
課
税
部
分
の
使
途
に
つ
い
て
、
③
税
率
に

つ
い
て
、
④
入
湯
税
の
現
行
部
分
と
引
上
げ

部
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
⑤
使
途
の
透
明

性
の
確
保
に
つ
い
て
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

両
自
治
体
が
観
光
財
源
の
導
入
を
検
討
す
る

際
に
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点
、
課
題
な

ど
を
さ
ら
に
深
く
う
か
が
い
、
議
論
を
深
め

ま
し
た
。
今
後
は
受
益
者
負
担
の
考
え
方
が

重
要
に
な
る
一
方
で
、
財
源
の
使
途
を
明
確

に
説
明
し
、
い
か
に
効
果
的
に
活
用
し
て
い

く
か
が
課
題
と
な
る
こ
と
な
ど
を
共
有
し
ま

し
た
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
豪
州
な
ど
の

現
地
リ
ポ
ー
ト
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

「
例
年
同
様
、
直
近
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分

析
は
大
変
説
得
力
が
あ
り
、
理
解
し
や
す
い
。

京
都
の
観
光
に
お
け
る
現
状
を
多
面
的
に
理

解
で
き
た
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含

め
）」「
観
光
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
地
域
の

現
場
レ
ベ
ル
の
具
体
的
な
話
（
導
入
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
所
感
や
課
題
も
含
め

て
）
が
伺
え
て
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
有
益
な
情
報
を
ご
提
供
で
き
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
と
、
時
代
を
見
据
え

た
自
主
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

企
画
室
　
泉 

佳
奈
）

プログラム

１
．旅
行
市
場
の
い
ま

①
日
本
人
の
旅
行
市
場

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向

２
．ト
ピ
ッ
ク
ス・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前
線

①
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識

②
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商
品

③
京
都
市
よ
り
取
り
組
み
紹
介
 

３
．質
疑
応
答
・
総
括

１
．観
光
政
策
の
動
向

２
．観
光
地
の
動
向

３
．ト
ピ
ッ
ク
ス
： 

観
光
財
源
の
確
保
と
活
用
 

①
観
光
財
源
の
確
保
と
活
用
に
つ
い
て

②
倶
知
安
町
よ
り
取
り
組
み
紹
介

③
別
府
市
よ
り
取
り
組
み
紹
介

④
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

４
．総
括
 

五
木
田
玲
子（
観
光
地
域
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

川
口
明
子（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

外
山
昌
樹（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

柿
島
あ
か
ね（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

糟
谷
範
子
氏（
京
都
市
観
光
政
策
監
）

塩
谷
英
生

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部
・
主
任
研
究
員
） 

岩
崎
比
奈
子（
観
光
政
策
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

後
藤
健
太
郎（
観
光
地
域
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

山
田
雄
一（
観
光
政
策
研
究
部
長
・
主
席
研
究
員
）

柳
澤
利
宏
氏（
倶
知
安
町
総
合
政
策
課
長
）

内
田 

剛
氏（
別
府
市
総
務
部
参
事
兼
市
民
税
課
長
）

10
29

旅
行
市
場
編

月

10
30

観
光
地
・
観
光
政
策
編

火

（
理
事
・
観
光
経
済
研
究
部
長
・

 

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
・
主
席
研
究
員
）

「
①
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、
旅
行
者

数
の
推
移
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
当
財
団

が
独
自
で
実
施
し
て
い
る
旅
行
者
調
査
の
分

析
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
の
選
択
率
が
全
体
的
に
下
が

っ
て
い
る
中
で
1
位
の
「
温
泉
旅
行
」
と
大

差
が
あ
っ
た
2
位
の
「
自
然
観
光
」
が

2
0
1
7
年
度
か
ら
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

2
0
0
6
年
か
ら
の
推
移
を
分
析
す
る
と
、

旅
行
動
機
の
変
化
と
し
て
「
日
常
生
活
か
ら

の
解
放
」
や
「
保
養
休
養
」
が
減
少
傾
向
に

あ
る
反
面
、「
旅
先
の
お
い
し
い
も
の
を
求

1日
時
…
…
…

会
場
…
…
…

参
加
者
数
…

2
0
1
8
年
10
月
29
日（
月
）・
30
日（
火
） 

14
‥
00
〜
17
‥
00

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
B
1
F
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル

1
日
目
90
名
、2
日
目
67
名

表

「
第
28
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催
概
要

23.7%

14.0%

34.2%

30.2%

43.4%

39.5%

52.6%

67.4%

50.0%

58.1%

56.6%

67.4%

3.9%

0.0%

0.0%

0.0%

47.4%

32.9%

73.7%

56.6%

59.2%

51.3%

25.0%

48.7%

22.4%

39.5%

0.0%

5.3%
事前に
特に興味があった
テーマ
発表を聞いて
特に参考になった
テーマ

60.5%

30.2%

69.8%

41.9%

51.2%

72.1%

7.0%

9.3%

１日目（n=76）
２日目（n=43）
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っ
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
1
日
目
は
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」（
73
･
7
％
）「
外

国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」（
59
･
2

％
）「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」（
47
･
4
％
）、

2
日
目
は
「
観
光
地
の
動
向
」（
69
･
8
％
）

「
観
光
政
策
の
動
向
」（
60
･
5
％
）
の
順
に

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
10
月
29
日（
月
）、
30
日（
火
）

に
第
28
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
1
日
目
「
旅
行
市
場
編
」
と
2
日

目
「
観
光
地
・
観
光
政
策
編
」
に
わ
け
、
最

新
の
『
旅
行
年
報
2
0
1
8
』
や
当
財
団
の

独
自
調
査
結
果
を
元
に
、
最
新
の
観
光
動
向

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今

年
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
「
観
光
財
源
」

に
焦
点
を
当
て
、
特
に
先
進
的
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
京
都
市
、
別
府
市
、

倶
知
安
町
か
ら
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招

き
し
て
深
掘
り
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
5
7
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
業
種
は

旅
行
業
（
13
･
4
％
）、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
13

･
4
％
）、
行
政
（
11
･
5
％
）、
宿
泊
業

（
10
･
8
％
）、
報
道
・
出
版
（
9
･
6
％
）、

公
的
機
関
・
観
光
関
連
団
体
（
8
･
3
％
）、

金
融
・
保
険
（
8
･
3
％
）
の
順
で
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
し
て
は
、
特
に
「
観
光
の

全
体
動
向
の
把
握
」
や
「
先
進
事
例
に
関
す

る
情
報
」、「
今
後
の
戦
略
や
施
策
へ
の
ヒ
ン

ト
」
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
特
に
興
味
が
あ

め
て
」「
思
い
出
を
つ
く
る
た
め
」「
家
族
の

親
睦
の
た
め
」
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。「
仕
事
な
ど
で
休
暇

が
と
れ
な
い
」「
家
計
の
制
約
が
あ
る
」
と

い
っ
た
旅
行
の
阻
害
要
因
は
依
然
と
し
て
大

き
い
一
方
で
「
旅
行
に
関
心
が
な
い
」
と
い

う
回
答
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」
で
は
、

2
0
1
7
年
の
訪
日
市
場
、
訪
日
市
場
の
変

化
、
2
0
1
8
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
今
後
の

市
場
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
特
に

今
年
は
観
光
庁
の
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
訪
日
外
国
人

の
旅
行
形
態
や
消
費
動
向
を
よ
り
詳
細
に
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
市
場
動
向
を
読
み
解
く
上
で
は
訪
日
外
客

数
が
集
中
す
る
時
期
が
鈍
化
す
る
動
き
を
察

知
し
て
い
く
の
が
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

と
報
告
し
ま
し
た
。

「
2
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前

線 

①
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」

で
は
、（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行（
D
B
J
）

と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
D
B
J
・
J
T

B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
12
地
域
・
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」
を
元
に
、
ナ
イ
ト
ラ

イ
フ
で
は
「
繁
華
街
の
街
歩
き
」
や
「
日
本

の
伝
統
的
な
料
亭
で
の
飲
食
」
の
順
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
民
泊
に
つ
い
て
は
現

地
の
人
の
暮
ら
し
が
体
験
で
き
る
こ
と
を
魅

力
と
し
て
感
じ
て
い
る
一
方
で
、
言
葉
が
通

じ
る
か
ど
う
か
を
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、

伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て
興
味

は
分
散
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
漆
器
の
人
気

が
高
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
の
リ
ピ
ー
タ
ー
分
析
で
は
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
体
験
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
韓
国
・

台
湾
・
香
港
共
通
で
「
紅
葉
の
鑑
賞
」
が
、

タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
通
で
「
日
本
旅
館

で
の
宿
泊
」
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
②
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商

品
」
で
は
、「
J
T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調

査
」
の
結
果
を
中
心
に
各
国
・
地
域
の
旅
行

商
品
の
傾
向
を
報
告
し
ま
し
た
。
中
国
は
地

方
周
遊
型
の
商
品
も
少
し
ず
つ
登
場
し
て
お

り
、
日
本
の
大
学
見
学
や
日
本
の
職
人
を
テ

ー
マ
に
し
た
も
の
な
ど
特
徴
的
な
商
品
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
台
湾
で
は
野
球
観
戦
や
登

山
、
芸
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
S
I
T
が
、
香

港
で
は
桃
狩
り
や
超
高
額
ツ
ア
ー
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
現
地
調
査
の
結
果
か
ら
、
訪
日
旅
行

商
品
と
し
て
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

桜
・
紅
葉
、
富
士
山
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど

の
人
気
が
高
い
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市

場
へ
訴
求
す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
な
ど

も
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
に

お
い
て
先
進
的
な
政
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る

京
都
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
糟
谷
範
子
氏

（
京
都
市
観
光
政
策
監
）
か
ら
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
い
歴
史
を
持
つ
京
都
市
の

観
光
政
策
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
伝
統
産

業
か
ら
先
端
産
業
に
至
る
ま
で
発
展
し
て
い

る
「
も
の
づ
く
り
都
市
」
と
、
精
神
文
化
の

拠
点
と
し
て
の
「
も
の
が
た
り
づ
く
り
都

市
」
と
し
て
の
京
都
市
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
2
0
1
4
年
に
策
定
し
た
「
京

都
観
光
振
興
計
画
2
0
2
0
」
で
設
定
し
た

外
国
人
宿
泊
客
数
や
観
光
消
費
額
の
目
標
数

値
を
上
方
修
正
し
、
訪
日
観
光
客
の
増
加
な

ど
に
伴
っ
て
発
生
し
て
い
る
諸
課
題
や
環
境

変
化
へ
の
対
応
を
加
え
た
「
京
都
観
光
振
興

計
画
2
0
2
0
＋
1
」
を
元
に
、
観
光
客
の

マ
ナ
ー
問
題
や
混
雑
、
無
許
可
民
泊
施
設
の

増
加
、
観
光
業
の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

様
々
な
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
施
策

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
京
都
市
と

D
M
O
、
民
間
事
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
観
光
消
費
の
増
加
、
繁
閑
差
の
縮
小
、
長

期
滞
在
の
促
進
、
観
光
産
業
等
の
人
材
育
成
、

労
働
生
産
性
の
向
上
な
ど
に
向
け
て
「
持
続

可
能
で
満
足
度
の
高
い
国
際
文
化
観
光
都

市
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
お
話
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

活 動 報 告
28 回第

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
を

開
催

「
1
、
観
光
政
策
の
動
向
」
に
つ
い
て
は
、

国
の
観
光
政
策
の
概
観
、
都
道
府
県
・
市
町

村
の
観
光
政
策
の
動
向
、
観
光
政
策
の
成
果

と
手
段
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま

図 1 当シンポジウムに期待していたこと

図 2 事前に特に興味があったテーマ・発表を聞いて特に参考になったテーマ

日本人の
旅行市場

インバウンド
市場の動向

外国人の
訪日旅行に対する意識

台湾・香港・中国発の
団体旅行商品

京都市より
取り組み紹介

無回答

観光政策
の動向

観光地の動向

トピックス：
観光財源の確保と活用

無回答

「旅行年報2018」の
解説

「旅行年報2018」に
載っていない情報

最新の統計資料

先進事例に関する
情報

今後の戦略や
施策へのヒント

観光の全体動向の
把握

その他

無回答

10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%0.0%
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1日目

2日目

し
た
。
特
に
当
財
団
が
事
務
局
を
つ
と
め
る

観
光
政
策
検
討
有
識
者
会
議
で
実
施
し
た

「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
観
光
政
策
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
と
、
今
後

重
点
と
す
る
事
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
も
市
町
村
も
「
情
報
発
信
」「
旅
行
目

的
と
な
る
観
光
資
源
の
ソ
フ
ト
整
備
」
の
順

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
特
に
「
受
入
環
境

の
ハ
ー
ド
整
備
」
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
と

市
町
村
が
相
互
に
主
導
的
な
役
割
を
期
待
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
都
道
府
県
と
市
町

村
の
意
識
を
さ
ら
に
分
析
し
て
い
く
と
、
政

策
に
対
す
る
判
断
の
軸
が
複
数
あ
る
こ
と
、

観
光
政
策
の
目
的
（
成
果
）
と
手
段
及
び
そ

の
評
価
の
関
係
が
曖
昧
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。

「
2
、
観
光
地
の
動
向
」
で
は
、
特
に
目
立

っ
た
出
来
事
と
し
て
、
①
外
国
人
旅
行
者
へ

の
対
応
、
②
広
域
連
携
D
M
O
に
よ
る
取
組

み
、
③
観
光
財
源
の
確
保
、
④
サ
イ
ク
リ
ン

グ
観
光
の
展
開
、
⑤
自
然
災
害
の
多
発
を
挙

げ
て
解
説
し
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
主
な
ト

ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
ー
マ
別
観
光
地
の
動
き
（
自
然
、

歴
史
・
文
化
、
温
泉
）
で
は
、
国
立
公
園
等

の
利
用
者
数
が
増
加
し
て
い
る
様
子
や
、
環

境
省
に
よ
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
、
入
域
料
の
導
入
に
向
け
た
座
間
味

村
や
竹
富
町
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改
正
や
、

環
境
省
に
よ
る
「
新
・
湯
治
」
推
進
の
動
き

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
2
つ
目
と
な
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
観

光
財
源
の
確
保
と
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
山
田
雄
一
主
席
研
究
員
か
ら
、
観
光
財
源

の
考
え
方
と
位
置
づ
け
、
財
源
の
種
別
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
倶
知

安
町
総
合
政
策
課
長
の
柳
澤
利
宏
氏
か
ら
、

倶
知
安
町
が
世
界
有
数
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
観
光
振
興
施
策

を
実
施
す
る
た
め
、
2
0
1
5
年
に
「
新
し

い
財
源
確
保
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
立
ち
上
げ
て
新
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
き
た
様
子
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
日
目
（
旅
行
市
場
編
）

同
町
で
は
、
家
屋
敷
課
税
や
リ
フ
ト
税
の
導

入
、
入
湯
税
の
増
額
な
ど
を
含
め
て
検
討
し

た
結
果
、
国
内
で
は
初
め
て
と
な
る
2
％
の

定
率
制
で
の
宿
泊
税
導
入
に
向
け
て
調
整
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
別
府
市
総
務
部
参
事
兼
市
民
税
課
長
の
内

田
剛
氏
か
ら
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
を

推
進
す
る
た
め
、
新
税
導
入
を
含
め
た
新
た

な
財
源
確
保
の
検
討
を
2
0
1
5
年
か
ら
開

始
し
、
そ
の
後
、
入
湯
税
超
過
課
税
に
絞
り

検
討
を
お
こ
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
市
で
は
、
外
部
委
員

も
含
む
「
別
府
の
み
ら
い
検
討
会
議
」
を
開

催
し
、
常
に
副
市
長
が
出
席
。
会
議
の
様
子

や
配
布
資
料
を
市
民
や
マ
ス
コ
ミ
に
も
公
開

し
て
い
た
こ
と
で
、
市
と
し
て
の
自
主
財
源

確
保
へ
の
意
気
込
み
や
、
最
重
要
課
題
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
外
部
へ
表
明
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
い
ま
す
。
同
会
議
か
ら
は
、
①

入
湯
税
超
過
課
税
の
導
入
に
つ
い
て
、
②
超

過
課
税
部
分
の
使
途
に
つ
い
て
、
③
税
率
に

つ
い
て
、
④
入
湯
税
の
現
行
部
分
と
引
上
げ

部
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
⑤
使
途
の
透
明

性
の
確
保
に
つ
い
て
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

両
自
治
体
が
観
光
財
源
の
導
入
を
検
討
す
る

際
に
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点
、
課
題
な

ど
を
さ
ら
に
深
く
う
か
が
い
、
議
論
を
深
め

ま
し
た
。
今
後
は
受
益
者
負
担
の
考
え
方
が

重
要
に
な
る
一
方
で
、
財
源
の
使
途
を
明
確

に
説
明
し
、
い
か
に
効
果
的
に
活
用
し
て
い

く
か
が
課
題
と
な
る
こ
と
な
ど
を
共
有
し
ま

し
た
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
豪
州
な
ど
の

現
地
リ
ポ
ー
ト
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

「
例
年
同
様
、
直
近
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分

析
は
大
変
説
得
力
が
あ
り
、
理
解
し
や
す
い
。

京
都
の
観
光
に
お
け
る
現
状
を
多
面
的
に
理

解
で
き
た
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含

め
）」「
観
光
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
地
域
の

現
場
レ
ベ
ル
の
具
体
的
な
話
（
導
入
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
所
感
や
課
題
も
含
め

て
）
が
伺
え
て
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
有
益
な
情
報
を
ご
提
供
で
き
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
と
、
時
代
を
見
据
え

た
自
主
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

企
画
室
　
泉 

佳
奈
）

プログラム

１
．旅
行
市
場
の
い
ま

①
日
本
人
の
旅
行
市
場

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向

２
．ト
ピ
ッ
ク
ス・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前
線

①
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識

②
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商
品

③
京
都
市
よ
り
取
り
組
み
紹
介
 

３
．質
疑
応
答
・
総
括

１
．観
光
政
策
の
動
向

２
．観
光
地
の
動
向

３
．ト
ピ
ッ
ク
ス
： 

観
光
財
源
の
確
保
と
活
用
 

①
観
光
財
源
の
確
保
と
活
用
に
つ
い
て

②
倶
知
安
町
よ
り
取
り
組
み
紹
介

③
別
府
市
よ
り
取
り
組
み
紹
介

④
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

４
．総
括
 

五
木
田
玲
子（
観
光
地
域
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

川
口
明
子（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

外
山
昌
樹（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

柿
島
あ
か
ね（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

糟
谷
範
子
氏（
京
都
市
観
光
政
策
監
）

塩
谷
英
生

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部
・
主
任
研
究
員
） 

岩
崎
比
奈
子（
観
光
政
策
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

後
藤
健
太
郎（
観
光
地
域
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

山
田
雄
一（
観
光
政
策
研
究
部
長
・
主
席
研
究
員
）

柳
澤
利
宏
氏（
倶
知
安
町
総
合
政
策
課
長
）

内
田 

剛
氏（
別
府
市
総
務
部
参
事
兼
市
民
税
課
長
）

10
29

旅
行
市
場
編

月

10
30

観
光
地
・
観
光
政
策
編

火

（
理
事
・
観
光
経
済
研
究
部
長
・

 

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
・
主
席
研
究
員
）

「
①
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、
旅
行
者

数
の
推
移
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
当
財
団

が
独
自
で
実
施
し
て
い
る
旅
行
者
調
査
の
分

析
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
の
選
択
率
が
全
体
的
に
下
が

っ
て
い
る
中
で
1
位
の
「
温
泉
旅
行
」
と
大

差
が
あ
っ
た
2
位
の
「
自
然
観
光
」
が

2
0
1
7
年
度
か
ら
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

2
0
0
6
年
か
ら
の
推
移
を
分
析
す
る
と
、

旅
行
動
機
の
変
化
と
し
て
「
日
常
生
活
か
ら

の
解
放
」
や
「
保
養
休
養
」
が
減
少
傾
向
に

あ
る
反
面
、「
旅
先
の
お
い
し
い
も
の
を
求

1日
時
…
…
…

会
場
…
…
…

参
加
者
数
…

2
0
1
8
年
10
月
29
日（
月
）・
30
日（
火
） 

14
‥
00
〜
17
‥
00

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
B
1
F
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル

1
日
目
90
名
、2
日
目
67
名

表

「
第
28
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催
概
要
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50.0%
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25.0%

48.7%
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事前に
特に興味があった
テーマ
発表を聞いて
特に参考になった
テーマ

60.5%

30.2%

69.8%

41.9%

51.2%

72.1%

7.0%

9.3%

１日目（n=76）
２日目（n=43）
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っ
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
1
日
目
は
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」（
73
･
7
％
）「
外

国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」（
59
･
2

％
）「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」（
47
･
4
％
）、

2
日
目
は
「
観
光
地
の
動
向
」（
69
･
8
％
）

「
観
光
政
策
の
動
向
」（
60
･
5
％
）
の
順
に

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
10
月
29
日（
月
）、
30
日（
火
）

に
第
28
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
1
日
目
「
旅
行
市
場
編
」
と
2
日

目
「
観
光
地
・
観
光
政
策
編
」
に
わ
け
、
最

新
の
『
旅
行
年
報
2
0
1
8
』
や
当
財
団
の

独
自
調
査
結
果
を
元
に
、
最
新
の
観
光
動
向

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今

年
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
「
観
光
財
源
」

に
焦
点
を
当
て
、
特
に
先
進
的
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
京
都
市
、
別
府
市
、

倶
知
安
町
か
ら
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招

き
し
て
深
掘
り
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
5
7
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
業
種
は

旅
行
業
（
13
･
4
％
）、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
13

･
4
％
）、
行
政
（
11
･
5
％
）、
宿
泊
業

（
10
･
8
％
）、
報
道
・
出
版
（
9
･
6
％
）、

公
的
機
関
・
観
光
関
連
団
体
（
8
･
3
％
）、

金
融
・
保
険
（
8
･
3
％
）
の
順
で
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
し
て
は
、
特
に
「
観
光
の

全
体
動
向
の
把
握
」
や
「
先
進
事
例
に
関
す

る
情
報
」、「
今
後
の
戦
略
や
施
策
へ
の
ヒ
ン

ト
」
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
特
に
興
味
が
あ

め
て
」「
思
い
出
を
つ
く
る
た
め
」「
家
族
の

親
睦
の
た
め
」
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。「
仕
事
な
ど
で
休
暇

が
と
れ
な
い
」「
家
計
の
制
約
が
あ
る
」
と

い
っ
た
旅
行
の
阻
害
要
因
は
依
然
と
し
て
大

き
い
一
方
で
「
旅
行
に
関
心
が
な
い
」
と
い

う
回
答
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」
で
は
、

2
0
1
7
年
の
訪
日
市
場
、
訪
日
市
場
の
変

化
、
2
0
1
8
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
今
後
の

市
場
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
特
に

今
年
は
観
光
庁
の
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
訪
日
外
国
人

の
旅
行
形
態
や
消
費
動
向
を
よ
り
詳
細
に
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
市
場
動
向
を
読
み
解
く
上
で
は
訪
日
外
客

数
が
集
中
す
る
時
期
が
鈍
化
す
る
動
き
を
察

知
し
て
い
く
の
が
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

と
報
告
し
ま
し
た
。

「
2
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前

線 

①
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」

で
は
、（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行（
D
B
J
）

と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
D
B
J
・
J
T

B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
12
地
域
・
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」
を
元
に
、
ナ
イ
ト
ラ

イ
フ
で
は
「
繁
華
街
の
街
歩
き
」
や
「
日
本

の
伝
統
的
な
料
亭
で
の
飲
食
」
の
順
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
民
泊
に
つ
い
て
は
現

地
の
人
の
暮
ら
し
が
体
験
で
き
る
こ
と
を
魅

力
と
し
て
感
じ
て
い
る
一
方
で
、
言
葉
が
通

じ
る
か
ど
う
か
を
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、

伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て
興
味

は
分
散
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
漆
器
の
人
気

が
高
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
の
リ
ピ
ー
タ
ー
分
析
で
は
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
体
験
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
韓
国
・

台
湾
・
香
港
共
通
で
「
紅
葉
の
鑑
賞
」
が
、

タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
通
で
「
日
本
旅
館

で
の
宿
泊
」
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
②
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商

品
」
で
は
、「
J
T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調

査
」
の
結
果
を
中
心
に
各
国
・
地
域
の
旅
行

商
品
の
傾
向
を
報
告
し
ま
し
た
。
中
国
は
地

方
周
遊
型
の
商
品
も
少
し
ず
つ
登
場
し
て
お

り
、
日
本
の
大
学
見
学
や
日
本
の
職
人
を
テ

ー
マ
に
し
た
も
の
な
ど
特
徴
的
な
商
品
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
台
湾
で
は
野
球
観
戦
や
登

山
、
芸
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
S
I
T
が
、
香

港
で
は
桃
狩
り
や
超
高
額
ツ
ア
ー
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
現
地
調
査
の
結
果
か
ら
、
訪
日
旅
行

商
品
と
し
て
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

桜
・
紅
葉
、
富
士
山
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど

の
人
気
が
高
い
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市

場
へ
訴
求
す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
な
ど

も
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
に

お
い
て
先
進
的
な
政
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る

京
都
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
糟
谷
範
子
氏

（
京
都
市
観
光
政
策
監
）
か
ら
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
い
歴
史
を
持
つ
京
都
市
の

観
光
政
策
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
伝
統
産

業
か
ら
先
端
産
業
に
至
る
ま
で
発
展
し
て
い

る
「
も
の
づ
く
り
都
市
」
と
、
精
神
文
化
の

拠
点
と
し
て
の
「
も
の
が
た
り
づ
く
り
都

市
」
と
し
て
の
京
都
市
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
2
0
1
4
年
に
策
定
し
た
「
京

都
観
光
振
興
計
画
2
0
2
0
」
で
設
定
し
た

外
国
人
宿
泊
客
数
や
観
光
消
費
額
の
目
標
数

値
を
上
方
修
正
し
、
訪
日
観
光
客
の
増
加
な

ど
に
伴
っ
て
発
生
し
て
い
る
諸
課
題
や
環
境

変
化
へ
の
対
応
を
加
え
た
「
京
都
観
光
振
興

計
画
2
0
2
0
＋
1
」
を
元
に
、
観
光
客
の

マ
ナ
ー
問
題
や
混
雑
、
無
許
可
民
泊
施
設
の

増
加
、
観
光
業
の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

様
々
な
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
施
策

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
京
都
市
と

D
M
O
、
民
間
事
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
観
光
消
費
の
増
加
、
繁
閑
差
の
縮
小
、
長

期
滞
在
の
促
進
、
観
光
産
業
等
の
人
材
育
成
、

労
働
生
産
性
の
向
上
な
ど
に
向
け
て
「
持
続

可
能
で
満
足
度
の
高
い
国
際
文
化
観
光
都

市
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
お
話
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

「
1
、
観
光
政
策
の
動
向
」
に
つ
い
て
は
、

国
の
観
光
政
策
の
概
観
、
都
道
府
県
・
市
町

村
の
観
光
政
策
の
動
向
、
観
光
政
策
の
成
果

と
手
段
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
特
に
当
財
団
が
事
務
局
を
つ
と
め
る

観
光
政
策
検
討
有
識
者
会
議
で
実
施
し
た

「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
観
光
政
策
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
と
、
今
後

重
点
と
す
る
事
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
も
市
町
村
も
「
情
報
発
信
」「
旅
行
目

的
と
な
る
観
光
資
源
の
ソ
フ
ト
整
備
」
の
順

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
特
に
「
受
入
環
境

の
ハ
ー
ド
整
備
」
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
と

市
町
村
が
相
互
に
主
導
的
な
役
割
を
期
待
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
都
道
府
県
と
市
町

村
の
意
識
を
さ
ら
に
分
析
し
て
い
く
と
、
政

策
に
対
す
る
判
断
の
軸
が
複
数
あ
る
こ
と
、

観
光
政
策
の
目
的
（
成
果
）
と
手
段
及
び
そ

の
評
価
の
関
係
が
曖
昧
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。

「
2
、
観
光
地
の
動
向
」
で
は
、
特
に
目
立

っ
た
出
来
事
と
し
て
、
①
外
国
人
旅
行
者
へ

の
対
応
、
②
広
域
連
携
D
M
O
に
よ
る
取
組

み
、
③
観
光
財
源
の
確
保
、
④
サ
イ
ク
リ
ン

グ
観
光
の
展
開
、
⑤
自
然
災
害
の
多
発
を
挙

げ
て
解
説
し
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
主
な
ト

ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
ー
マ
別
観
光
地
の
動
き
（
自
然
、

歴
史
・
文
化
、
温
泉
）
で
は
、
国
立
公
園
等

の
利
用
者
数
が
増
加
し
て
い
る
様
子
や
、
環

境
省
に
よ
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
、
入
域
料
の
導
入
に
向
け
た
座
間
味

村
や
竹
富
町
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改
正
や
、

環
境
省
に
よ
る
「
新
・
湯
治
」
推
進
の
動
き

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
2
つ
目
と
な
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
観

光
財
源
の
確
保
と
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
山
田
雄
一
主
席
研
究
員
か
ら
、
観
光
財
源

の
考
え
方
と
位
置
づ
け
、
財
源
の
種
別
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
倶
知

安
町
総
合
政
策
課
長
の
柳
澤
利
宏
氏
か
ら
、

倶
知
安
町
が
世
界
有
数
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
観
光
振
興
施
策

を
実
施
す
る
た
め
、
2
0
1
5
年
に
「
新
し

い
財
源
確
保
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
立
ち
上
げ
て
新
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
き
た
様
子
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
日
目
（
観
光
地
・
観
光
政
策
編
）

同
町
で
は
、
家
屋
敷
課
税
や
リ
フ
ト
税
の
導

入
、
入
湯
税
の
増
額
な
ど
を
含
め
て
検
討
し

た
結
果
、
国
内
で
は
初
め
て
と
な
る
2
％
の

定
率
制
で
の
宿
泊
税
導
入
に
向
け
て
調
整
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
別
府
市
総
務
部
参
事
兼
市
民
税
課
長
の
内

田
剛
氏
か
ら
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
を

推
進
す
る
た
め
、
新
税
導
入
を
含
め
た
新
た

な
財
源
確
保
の
検
討
を
2
0
1
5
年
か
ら
開

始
し
、
そ
の
後
、
入
湯
税
超
過
課
税
に
絞
り

検
討
を
お
こ
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
市
で
は
、
外
部
委
員

も
含
む
「
別
府
の
み
ら
い
検
討
会
議
」
を
開

催
し
、
常
に
副
市
長
が
出
席
。
会
議
の
様
子

や
配
布
資
料
を
市
民
や
マ
ス
コ
ミ
に
も
公
開

し
て
い
た
こ
と
で
、
市
と
し
て
の
自
主
財
源

確
保
へ
の
意
気
込
み
や
、
最
重
要
課
題
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
外
部
へ
表
明
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
い
ま
す
。
同
会
議
か
ら
は
、
①

入
湯
税
超
過
課
税
の
導
入
に
つ
い
て
、
②
超

過
課
税
部
分
の
使
途
に
つ
い
て
、
③
税
率
に

つ
い
て
、
④
入
湯
税
の
現
行
部
分
と
引
上
げ

部
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
⑤
使
途
の
透
明

性
の
確
保
に
つ
い
て
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

両
自
治
体
が
観
光
財
源
の
導
入
を
検
討
す
る

際
に
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点
、
課
題
な

ど
を
さ
ら
に
深
く
う
か
が
い
、
議
論
を
深
め

ま
し
た
。
今
後
は
受
益
者
負
担
の
考
え
方
が

重
要
に
な
る
一
方
で
、
財
源
の
使
途
を
明
確

に
説
明
し
、
い
か
に
効
果
的
に
活
用
し
て
い

く
か
が
課
題
と
な
る
こ
と
な
ど
を
共
有
し
ま

し
た
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
豪
州
な
ど
の

現
地
リ
ポ
ー
ト
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

「
例
年
同
様
、
直
近
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分

析
は
大
変
説
得
力
が
あ
り
、
理
解
し
や
す
い
。

京
都
の
観
光
に
お
け
る
現
状
を
多
面
的
に
理

解
で
き
た
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含

め
）」「
観
光
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
地
域
の

現
場
レ
ベ
ル
の
具
体
的
な
話
（
導
入
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
所
感
や
課
題
も
含
め

て
）
が
伺
え
て
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
有
益
な
情
報
を
ご
提
供
で
き
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
と
、
時
代
を
見
据
え

た
自
主
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

企
画
室
　
泉 

佳
奈
）

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
1
8
』

（
公
財
）日
本
交
通
公
社・2
0
1
8
年

https://w
w
w
.jtb.or.jp/publication-sym

posium
/

book/annual-report/annual-report-2018

「
①
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、
旅
行
者

数
の
推
移
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
当
財
団

が
独
自
で
実
施
し
て
い
る
旅
行
者
調
査
の
分

析
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
の
選
択
率
が
全
体
的
に
下
が

っ
て
い
る
中
で
1
位
の
「
温
泉
旅
行
」
と
大

差
が
あ
っ
た
2
位
の
「
自
然
観
光
」
が

2
0
1
7
年
度
か
ら
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

2
0
0
6
年
か
ら
の
推
移
を
分
析
す
る
と
、

旅
行
動
機
の
変
化
と
し
て
「
日
常
生
活
か
ら

の
解
放
」
や
「
保
養
休
養
」
が
減
少
傾
向
に

あ
る
反
面
、「
旅
先
の
お
い
し
い
も
の
を
求
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っ
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
1
日
目
は
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」（
73
･
7
％
）「
外

国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」（
59
･
2

％
）「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」（
47
･
4
％
）、

2
日
目
は
「
観
光
地
の
動
向
」（
69
･
8
％
）

「
観
光
政
策
の
動
向
」（
60
･
5
％
）
の
順
に

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
10
月
29
日（
月
）、
30
日（
火
）

に
第
28
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
1
日
目
「
旅
行
市
場
編
」
と
2
日

目
「
観
光
地
・
観
光
政
策
編
」
に
わ
け
、
最

新
の
『
旅
行
年
報
2
0
1
8
』
や
当
財
団
の

独
自
調
査
結
果
を
元
に
、
最
新
の
観
光
動
向

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今

年
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
「
観
光
財
源
」

に
焦
点
を
当
て
、
特
に
先
進
的
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
京
都
市
、
別
府
市
、

倶
知
安
町
か
ら
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招

き
し
て
深
掘
り
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
5
7
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
業
種
は

旅
行
業
（
13
･
4
％
）、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
13

･
4
％
）、
行
政
（
11
･
5
％
）、
宿
泊
業

（
10
･
8
％
）、
報
道
・
出
版
（
9
･
6
％
）、

公
的
機
関
・
観
光
関
連
団
体
（
8
･
3
％
）、

金
融
・
保
険
（
8
･
3
％
）
の
順
で
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
し
て
は
、
特
に
「
観
光
の

全
体
動
向
の
把
握
」
や
「
先
進
事
例
に
関
す

る
情
報
」、「
今
後
の
戦
略
や
施
策
へ
の
ヒ
ン

ト
」
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
特
に
興
味
が
あ

め
て
」「
思
い
出
を
つ
く
る
た
め
」「
家
族
の

親
睦
の
た
め
」
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。「
仕
事
な
ど
で
休
暇

が
と
れ
な
い
」「
家
計
の
制
約
が
あ
る
」
と

い
っ
た
旅
行
の
阻
害
要
因
は
依
然
と
し
て
大

き
い
一
方
で
「
旅
行
に
関
心
が
な
い
」
と
い

う
回
答
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」
で
は
、

2
0
1
7
年
の
訪
日
市
場
、
訪
日
市
場
の
変

化
、
2
0
1
8
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
今
後
の

市
場
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
特
に

今
年
は
観
光
庁
の
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
訪
日
外
国
人

の
旅
行
形
態
や
消
費
動
向
を
よ
り
詳
細
に
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
市
場
動
向
を
読
み
解
く
上
で
は
訪
日
外
客

数
が
集
中
す
る
時
期
が
鈍
化
す
る
動
き
を
察

知
し
て
い
く
の
が
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

と
報
告
し
ま
し
た
。

「
2
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前

線 

①
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」

で
は
、（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行（
D
B
J
）

と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
D
B
J
・
J
T

B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
12
地
域
・
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」
を
元
に
、
ナ
イ
ト
ラ

イ
フ
で
は
「
繁
華
街
の
街
歩
き
」
や
「
日
本

の
伝
統
的
な
料
亭
で
の
飲
食
」
の
順
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
民
泊
に
つ
い
て
は
現

地
の
人
の
暮
ら
し
が
体
験
で
き
る
こ
と
を
魅

力
と
し
て
感
じ
て
い
る
一
方
で
、
言
葉
が
通

じ
る
か
ど
う
か
を
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、

伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て
興
味

は
分
散
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
漆
器
の
人
気

が
高
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
の
リ
ピ
ー
タ
ー
分
析
で
は
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
体
験
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
韓
国
・

台
湾
・
香
港
共
通
で
「
紅
葉
の
鑑
賞
」
が
、

タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
通
で
「
日
本
旅
館

で
の
宿
泊
」
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
②
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商

品
」
で
は
、「
J
T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調

査
」
の
結
果
を
中
心
に
各
国
・
地
域
の
旅
行

商
品
の
傾
向
を
報
告
し
ま
し
た
。
中
国
は
地

方
周
遊
型
の
商
品
も
少
し
ず
つ
登
場
し
て
お

り
、
日
本
の
大
学
見
学
や
日
本
の
職
人
を
テ

ー
マ
に
し
た
も
の
な
ど
特
徴
的
な
商
品
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
台
湾
で
は
野
球
観
戦
や
登

山
、
芸
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
S
I
T
が
、
香

港
で
は
桃
狩
り
や
超
高
額
ツ
ア
ー
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
現
地
調
査
の
結
果
か
ら
、
訪
日
旅
行

商
品
と
し
て
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

桜
・
紅
葉
、
富
士
山
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど

の
人
気
が
高
い
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市

場
へ
訴
求
す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
な
ど

も
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
に

お
い
て
先
進
的
な
政
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る

京
都
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
糟
谷
範
子
氏

（
京
都
市
観
光
政
策
監
）
か
ら
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
い
歴
史
を
持
つ
京
都
市
の

観
光
政
策
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
伝
統
産

業
か
ら
先
端
産
業
に
至
る
ま
で
発
展
し
て
い

る
「
も
の
づ
く
り
都
市
」
と
、
精
神
文
化
の

拠
点
と
し
て
の
「
も
の
が
た
り
づ
く
り
都

市
」
と
し
て
の
京
都
市
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
2
0
1
4
年
に
策
定
し
た
「
京

都
観
光
振
興
計
画
2
0
2
0
」
で
設
定
し
た

外
国
人
宿
泊
客
数
や
観
光
消
費
額
の
目
標
数

値
を
上
方
修
正
し
、
訪
日
観
光
客
の
増
加
な

ど
に
伴
っ
て
発
生
し
て
い
る
諸
課
題
や
環
境

変
化
へ
の
対
応
を
加
え
た
「
京
都
観
光
振
興

計
画
2
0
2
0
＋
1
」
を
元
に
、
観
光
客
の

マ
ナ
ー
問
題
や
混
雑
、
無
許
可
民
泊
施
設
の

増
加
、
観
光
業
の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

様
々
な
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
施
策

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
京
都
市
と

D
M
O
、
民
間
事
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
観
光
消
費
の
増
加
、
繁
閑
差
の
縮
小
、
長

期
滞
在
の
促
進
、
観
光
産
業
等
の
人
材
育
成
、

労
働
生
産
性
の
向
上
な
ど
に
向
け
て
「
持
続

可
能
で
満
足
度
の
高
い
国
際
文
化
観
光
都

市
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
お
話
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

「
1
、
観
光
政
策
の
動
向
」
に
つ
い
て
は
、

国
の
観
光
政
策
の
概
観
、
都
道
府
県
・
市
町

村
の
観
光
政
策
の
動
向
、
観
光
政
策
の
成
果

と
手
段
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
特
に
当
財
団
が
事
務
局
を
つ
と
め
る

観
光
政
策
検
討
有
識
者
会
議
で
実
施
し
た

「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
観
光
政
策
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
と
、
今
後

重
点
と
す
る
事
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
も
市
町
村
も
「
情
報
発
信
」「
旅
行
目

的
と
な
る
観
光
資
源
の
ソ
フ
ト
整
備
」
の
順

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
特
に
「
受
入
環
境

の
ハ
ー
ド
整
備
」
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
と

市
町
村
が
相
互
に
主
導
的
な
役
割
を
期
待
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
都
道
府
県
と
市
町

村
の
意
識
を
さ
ら
に
分
析
し
て
い
く
と
、
政

策
に
対
す
る
判
断
の
軸
が
複
数
あ
る
こ
と
、

観
光
政
策
の
目
的
（
成
果
）
と
手
段
及
び
そ

の
評
価
の
関
係
が
曖
昧
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。

「
2
、
観
光
地
の
動
向
」
で
は
、
特
に
目
立

っ
た
出
来
事
と
し
て
、
①
外
国
人
旅
行
者
へ

の
対
応
、
②
広
域
連
携
D
M
O
に
よ
る
取
組

み
、
③
観
光
財
源
の
確
保
、
④
サ
イ
ク
リ
ン

グ
観
光
の
展
開
、
⑤
自
然
災
害
の
多
発
を
挙

げ
て
解
説
し
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
主
な
ト

ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
ー
マ
別
観
光
地
の
動
き
（
自
然
、

歴
史
・
文
化
、
温
泉
）
で
は
、
国
立
公
園
等

の
利
用
者
数
が
増
加
し
て
い
る
様
子
や
、
環

境
省
に
よ
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
、
入
域
料
の
導
入
に
向
け
た
座
間
味

村
や
竹
富
町
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改
正
や
、

環
境
省
に
よ
る
「
新
・
湯
治
」
推
進
の
動
き

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
2
つ
目
と
な
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
観

光
財
源
の
確
保
と
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
山
田
雄
一
主
席
研
究
員
か
ら
、
観
光
財
源

の
考
え
方
と
位
置
づ
け
、
財
源
の
種
別
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
倶
知

安
町
総
合
政
策
課
長
の
柳
澤
利
宏
氏
か
ら
、

倶
知
安
町
が
世
界
有
数
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
観
光
振
興
施
策

を
実
施
す
る
た
め
、
2
0
1
5
年
に
「
新
し

い
財
源
確
保
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
立
ち
上
げ
て
新
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
き
た
様
子
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
日
目
（
観
光
地
・
観
光
政
策
編
）

同
町
で
は
、
家
屋
敷
課
税
や
リ
フ
ト
税
の
導

入
、
入
湯
税
の
増
額
な
ど
を
含
め
て
検
討
し

た
結
果
、
国
内
で
は
初
め
て
と
な
る
2
％
の

定
率
制
で
の
宿
泊
税
導
入
に
向
け
て
調
整
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
別
府
市
総
務
部
参
事
兼
市
民
税
課
長
の
内

田
剛
氏
か
ら
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
を

推
進
す
る
た
め
、
新
税
導
入
を
含
め
た
新
た

な
財
源
確
保
の
検
討
を
2
0
1
5
年
か
ら
開

始
し
、
そ
の
後
、
入
湯
税
超
過
課
税
に
絞
り

検
討
を
お
こ
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
市
で
は
、
外
部
委
員

も
含
む
「
別
府
の
み
ら
い
検
討
会
議
」
を
開

催
し
、
常
に
副
市
長
が
出
席
。
会
議
の
様
子

や
配
布
資
料
を
市
民
や
マ
ス
コ
ミ
に
も
公
開

し
て
い
た
こ
と
で
、
市
と
し
て
の
自
主
財
源

確
保
へ
の
意
気
込
み
や
、
最
重
要
課
題
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
外
部
へ
表
明
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
い
ま
す
。
同
会
議
か
ら
は
、
①

入
湯
税
超
過
課
税
の
導
入
に
つ
い
て
、
②
超

過
課
税
部
分
の
使
途
に
つ
い
て
、
③
税
率
に

つ
い
て
、
④
入
湯
税
の
現
行
部
分
と
引
上
げ

部
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
⑤
使
途
の
透
明

性
の
確
保
に
つ
い
て
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

両
自
治
体
が
観
光
財
源
の
導
入
を
検
討
す
る

際
に
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点
、
課
題
な

ど
を
さ
ら
に
深
く
う
か
が
い
、
議
論
を
深
め

ま
し
た
。
今
後
は
受
益
者
負
担
の
考
え
方
が

重
要
に
な
る
一
方
で
、
財
源
の
使
途
を
明
確

に
説
明
し
、
い
か
に
効
果
的
に
活
用
し
て
い

く
か
が
課
題
と
な
る
こ
と
な
ど
を
共
有
し
ま

し
た
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
豪
州
な
ど
の

現
地
リ
ポ
ー
ト
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

「
例
年
同
様
、
直
近
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分

析
は
大
変
説
得
力
が
あ
り
、
理
解
し
や
す
い
。

京
都
の
観
光
に
お
け
る
現
状
を
多
面
的
に
理

解
で
き
た
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含

め
）」「
観
光
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
地
域
の

現
場
レ
ベ
ル
の
具
体
的
な
話
（
導
入
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
所
感
や
課
題
も
含
め

て
）
が
伺
え
て
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
有
益
な
情
報
を
ご
提
供
で
き
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
と
、
時
代
を
見
据
え

た
自
主
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

企
画
室
　
泉 

佳
奈
）

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
1
8
』

（
公
財
）日
本
交
通
公
社・2
0
1
8
年

https://w
w
w
.jtb.or.jp/publication-sym

posium
/

book/annual-report/annual-report-2018

「
①
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、
旅
行
者

数
の
推
移
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
当
財
団

が
独
自
で
実
施
し
て
い
る
旅
行
者
調
査
の
分

析
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
の
選
択
率
が
全
体
的
に
下
が

っ
て
い
る
中
で
1
位
の
「
温
泉
旅
行
」
と
大

差
が
あ
っ
た
2
位
の
「
自
然
観
光
」
が

2
0
1
7
年
度
か
ら
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

2
0
0
6
年
か
ら
の
推
移
を
分
析
す
る
と
、

旅
行
動
機
の
変
化
と
し
て
「
日
常
生
活
か
ら

の
解
放
」
や
「
保
養
休
養
」
が
減
少
傾
向
に

あ
る
反
面
、「
旅
先
の
お
い
し
い
も
の
を
求
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